第　12　分　科　会

	タイトル
	ほんとうの住民協働とは？
～地元スペシャルになろう！～

	推進委員
	座　長：橋　本　和　久（福井県本部）
　　　：坂　井　登喜雄（富山県本部）
　　　：藤　田　和　彦（三重県本部）

　　　：梶　原　　　忠（鹿児島県本部・現業評議会）

	本部推進委員
	亀　﨑　安　弘（全国一般局長）

	担当書記
	柳　沢　佳　孝（総合都市交通局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	地方における過疎化・超高齢化、都市部住民の相互の孤立など、今、コミュニティには大きな変化が起きている。一方、それらに対応するかのように全国的に市民によるまちづくり活動が活発になってきている。

地域を行政がどう支え、支援し、共に活動していくのか？“人がひとを支える、それがまちをつくる”ということ……この分科会を通じて、みんなで一緒に考えてみませんか？

	宮城自治研で
取り上げる

自治研的課題
	①　地域と行政がそれぞれの抱える諸課題を共有する。

②　双方が意識改革を行い、今後の『明るい協働』のあり方を模索する。

③　住民協働の核となる『つながり』を生み出すフィールドを地域の中に創る。

	課題解決にむけた

先進的活動
	①　奈良県本部自治研推進委員会「若者・学生と行った大和高田市既存施設の活用研究」

②　せんだい・みやぎＮＰＯセンターにおける中間支援活動

③　「フューチャーセンター」「フューチャーセッション」による新たな住民合意の場づくり

	タイムスケジュールと
企画内容
	９：00　　はじめに
９：10　　＜Session１＞「課題共有から始まる協働」

　　　　　奈良県本部自治研推進委員会事例報告

　　　　　他レポート発表

10：30　　＜Session２＞「協働のための意識改革」

　　　　　せんだい・みやぎＮＰＯセンター事例報告

　　　　　他レポート発表

11：30　　午前中のまとめ

（昼食休憩）

13：00　　＜Session３＞「今後、地域で起こり得ること」

　　　　　一般レポートから
13：40　　＜Session４＞「フューチャーセンター入門」
14：10　　まとめ・助言者からの講評

14：40　　＜ポスターセッション＞
※　助言者・発表者と分科会参加者全員による交流タイム
16：00　　閉　　会

	助　言　者

要請レポート・報告
	＜コーディネーター＞

　阿部　一郎（自治体国際化協会アドバイザー）

＜助言者＞

　青木ユカリ（せんだい・みやぎＮＰＯセンター）
　筧　大日朗（株式会社フューチャーセッションズ）
＜要請レポート・報告＞

　奈良県本部自治研推進委員会
　せんだい・みやぎＮＰＯセンター
　株式会社フューチャーセッションズ
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